
施設名

市担当課

（１）指定管理者

団体名

指定期間

管理体制

（２）事業内容

管理業務

運営業務

自主事業

指定管理者の管理運営に関する評価シート

令和４年度
常勤職員　１７名＋事務員１名　　非常勤　２８名＋障害者雇用１名
看護師　１名、栄養士　１名、
嘱託医師　内科　１名（年２回）、精神科　１名（月１回）
調理員　３名（業務委託）

障害福祉サービス事業（多機能型）
施設の管理及び必要設備の維持

・池田市在住の１８歳以上の知的障害者が通所
・平成２０年１０月　障害者自立支援法に移行
 ＜令和５年度＞
　就労移行支援（６名）、就労継続支援Ｂ型（１４名）、生活介護（４０名）の三事業を
　多機能型として運営。定員６０名
・作業を通して、就労及び生活支援を実施

【基本方針】
　くすのき学園は、さまざまな働くを通してひとりひとりの気持ちに寄り添いながら、本人が自
己決定、自己実現できる環境を整えて支援します

●ひとりひとりを大切に
　・本人のやりたいこと、本人のできること、本人の望む生活を本人と考えていく
　・ひとりひとりの個性や特性に着目し、いろんな可能性を追求し、アセスメントを重点に置い
    た支援計画を実践する
　・ひとりひとりの「できる」を自信に、「できる」の積み重ねがたくさん経験できる取り組みを
　　計画する
●「誰もが働いて工賃を得る」をモットーとし、本人の働く意欲を大切に、当たり前のことを
　　当たり前にできるようにする。
　・障害があってもサポートがあればできることがたくさんある、働くことを通して喜びや生き
    がいを感じられる、自分の居場所や役割が見つけられる環境を整備する
●地域とのつながり
　・一日施設の中で過ごすのではなく、風を感じながら働いて地域に貢献できる環境を整備
　　する
　・作業や外活動を通して地域住民と顔の見える関係が図れるように、挨拶を励行する
　・玄関前の掲示板やイベントを通して施設のこと、障がいのある人のことを知ってもらえる
　　仕組みを工夫し、地域との協働、連携を深める
●各事業所の目的に即し、ひとりひとりの個性を尊重し、仕事や作業をする意識付けをする
　　とともに、スケジュールを作成し環境整備を行う
●自閉症支援勉強会
　・毎年新入所を迎えるが、ほぼ全員が自閉症で自閉症支援の専門知識向上のために、
　　横浜市発達障害者支援センターから専門家を招き、くすのき学園職員を中心に法人
　　全施設職員を対象に、自閉症支援、ＴＥＡＣＣＨプログラムの 研修を年３回実施している
●みんなで考えるしくみを作る
　・日中のことはくすのきで、家庭のことは家庭で、考えるのではなく、保護者、学園、必要に
　　応じて嘱託医や関係機関が集まり、ケース会議を定期的に開催する

（評価対象期間：平成３１年４月～令和５年３月）

池田市立くすのき学園

福祉部障がい福祉課（７５４－６２５５）

社会福祉法人　産経新聞厚生文化事業団

平成３１年４月～令和６年３月



担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） A

　新築移転し、地域への配慮、交流、コロナ対応等くすのき学園への貢献と
障がい者施策の一端を担っていた。

（３）利用状況

施設

事業

担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） A

利用者の重度化、定員増の中、職員配置と専門性向上とニーズを捉え、事
業の充実を図っていた。

その他

●＜作業＞
〇受託作業
　・自動車部品袋詰め、DM封入、チラシ折、ポスティング
〇自主生産
　・うどんの製麺およびうどん屋くすのき庵の営業、さをり織り、菜園での野菜作り
　無農薬野菜および果実の販売、アルミ缶回収、分別、プレス、納品
〇＜実習先＞
　・うどん屋くすのき庵、池田市立五月山児童文化センター、佛日寺、公園清掃（４ヵ所）
●池田市委託事業
　・有料ゴミ袋販売所
●透明で開かれた事業所
〇ボランティアの受け入れ
　・受託作業、さをり縫製、菜園、花壇の整備、園庭の草引き等に定期的に訪問あり
〇実習生受け入れ
　・介護等体験実習、保育実習の受け入れ
〇ボランティアや実習生を受け入れることで、日々の支援の振り返りや見直し、利用者支援
　 の向上、第三者機能の強化、透明性の担保につながる
〇中学生の社会体験の受け入れ
　・池田中学校、渋谷中学校、北豊島中学校
●地域啓発、社会参加
〇地域や関係機関主催のイベントに積極的に出店　利用者も参加する
　・地域とのつながり、社会参加を意識することで人に必要とされるにつなげる
　・くすのき学園や障害者の理解につながる発信を積極的に行う
●地域の社会資源としての理解と社会貢献に努め、利用者ひとりひとりが活躍できる環境
　 を 整備する
●虐待防止委員会を設置、虐待防止マニュアルを作成する。
　 日々の支援を振り返り、虐待の芽を摘み早期発見に努め、虐待に至らないよう支援体制
   を整備する。
●BCP業務継続計画の整備
　①自然災害時における業務継続計画
　②新型コロナウィルス感染症発生時における業務継続計画
●災害時避難計画の整備（池田市）

　【別添年度別事業実施状況参照】

令和４年度利用状況　　　開所日２４３日　　　全事業所延べ利用者数　１０１２４名
＜就労移行＞　　　　　　　　２名　　　延べ利用者数　　 416名
＜就労継続支援Ｂ型＞　 １４名　　  延べ利用者数　　3238名
＜生活介護＞　　　　　　　３２名　　  延べ利用者数　　6470名

　【別添年度別施設利用状況参照】



（４）市民満足度

苦情等の状況

利用者アンケー
トの実施状況

利用者アンケー
トの結果

担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） A

迅速な苦情対応と、満足度の把握等、福祉施設としての役割を果たしてい
る。

（５）収支状況

担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） B 年度による収支に差があるが、運営に問題はないと考える.

    別添資料あり

＜利用者・保護者＞
　連絡ノートに記載された内容（傘忘れ、衣服の補充をロッカーに入れていない等）につい
　て、ご意見として苦情受付シートに記入し、職員全体で共有し再発防止に努める

＜地域、近隣住民より＞
　・コロナ禍で感染防止対策を実施、在宅ワーク（リモートワーク）が増えたことで、リモート
　 会議に利用者さんの声（奇声）が入る。静かにしてほしい、と苦情の電話が２件入る。
   換気をするため常時窓を開けていたが、各作業室や 廊下に送風機（サーキュレーター）
   を設置、２４時間ロスナイと併せて作業室内の空気が滞留しないように工夫した。また、
   窓を開けての換気は３０分毎５分換気に切り替えた。その５分換気時に奇声が発せられ
   たときはすぐに窓を 閉める配慮をした。
  ・利用者送迎中の車両が一旦停止せずに脇道より大きな道に進入、自身はバイクに乗っ
    ていたが慌てて停車したため 転倒した。けがはしていないが、大好きな池田で事故等
    起こしてほしくない。
　  ドライバーにしっかり教育してほしい、と障がい福祉課に電話が入る。
　  障がい福祉課より報告があり、送迎終了後にドライバーと介助員に確認。また、安全運
    転管理者とドライバーでドライブレコーダーで画像を確認、ご連絡いただいた通り、一旦
    停止せずに大きな道に進入しており、必ず交通ルールを守り、安全運転するようにドライ
    バーを教育した。ご連絡いただいた方には安全運転管理者が電話を入れ、今後このよう
    なことがないように、交通ルールを守り安全運転します、と謝罪する。

  ・毎月のリフレッシュデーを実施にあたり、事前に参加の有無、内容、予算等記載した
    アンケートを毎回実施している
  ・その他、行事やお知らせ毎にアンケートを実施している

  ・全員回収し、確認を取ってから実施に至っている



（６）その他

情報公開

個人情報保護

防災対策等
緊急時への対
応

その他

担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） A 個人情報管理、防災対策、緊急時対応等評価できる

・法人ホームページ及びSNSにて公開している
・掲示物や配布物での公開している

・デジカメ、ＳＤカード・・・施錠できる書庫にて管理
・撮影後の写真・・・写真専用のＵＳＢフラッシュメモリにて管理
　　　　　　　　　　　  写真として残さない
・職員個人のＵＳＢフラッシュメモリ・・・持ち帰り厳禁
・個人情報使用同意書・・・利用者及び家族の個人情報について、関係機関に必要な場合、
　最小限提供します、と署名・捺印を頂いている

・３日分の食料の備蓄、炊き出し用備品あり。
・コロナウィルス感染症対策グッズ含め日用品の備蓄あり。
・メール連絡網システムを導入し７月現在利用率４８％が登録、利用中
・開所日の緊急時には状況に応じて、五月丘小学校に避難するが、基本は各保護者宅へ
　連絡して、送迎やお迎えにきていただき引き渡す。
・休日の災害時は自宅及び保護者の安否確認を電話やメール連絡網で一斉発信する。
　また緊急対応について、学園に来て様子確認する（管理者）自宅での利用者の様子確認
  を電話にて行う。
・保護者にはくすのき学園以外に管理者の携帯電話をお伝えし、夜間や休日でも連絡がつく
　ように共有している。
・くすのき学園職員はLINEでグループを作成し、緊急時の連絡網として整備。
　池田グループ長から本部に、くすのき学園管理者から障がい福祉課竹澤課長につながる
　よう、緊急連絡網を作成している。
・池田グループ災害時緊急連絡網を作成している。
　池田グループ長を中心に池田市内の各事業所の管理者や本部、理事長、能勢グループ
　長につながるよう、緊急連絡網を作成している

・避難訓練・・・年２回実施。



総合評価

優

コメント

池田市より委託を受けて指定管理３期目

・支援学校卒業後の進路、くすのき学園卒業後の行先がない問題緩和のため、平成３１年に五月丘
　１丁目から３丁目に建替移転、定員３３名から６０名に変更、障害のある方、障害者団体のニーズ
　に寄り添った３階建で従来の多機能型事業所として運営。
・３１年（令和元年）～令和３年までは定員４５名でスタートしたが、利用希望のニーズに応じて、４年
　には５０名、５年には最終定員６０名に変更して対応。
・今までのサービス提供利用者はほぼ知的障害者だったが、この建替を機に重度心身障害者のご
　利用が始まる。
　１階は重度心身障害者、２階は生活介護、３階は就労移行、就労継続支援B型、一部生活介護、
　とフロアを分けて、安全を大前提に安心して日中過ごしていただける環境を整備する。
・重度心身障害者ご利用に伴い、入浴サービスが始まる。週１～５日のご利用がある。
　また、池田市内在宅の重度心身障害者向けの一般入浴の募集開始。受け入れに向けて職員配置
　等受入体制を整備。
　安心してご利用していただくため開始に向けてのチャートを障がい福祉課と作成、池田市広報誌に
　載せていただきご案内する。
　今後もご利用していただけるように、障がい福祉課や関係機関と協力体制を取っていく。
・くすのき学園の方針「働く」にあるように、ひとりひとりの気持ちに寄り添い、特性を理解することで、
　その人の居場所や役割、やりがいが感じられる、また、毎日楽しく登園できる環境整備に努めた。
　個別にスケジュールを提示して見通しを持って活動してもらうことで、安定して活動に取り組め、毎
　日の登園につながったのではないかと考える。
・課題にとらわれず、ひとりひとりの強みに着目し、各事業所の目的に沿った意味のある活動を取り
　入れ、経験や自信を積み重ねることで「できる」が増え、自立につながる支援や訓練を図った。
　B型事業所の利用者様には、出来高UP、作業量の目標設定の見える化を図り、達成できた方には
　年２回のボーナス時に表彰状と金一封をお渡しすることで自身でやりがいや自信を感じることにつ
  ながった。
・保護者や関係機関と一緒に考えることを意識し、保護者に説明、了解いただいてから必要に応じて
　関係機関を交えてケース会議を実施している。５名の利用者様のケース会議を関係機関交えて実
　施した。（令和４年度）
・移転に伴い、地域とのつながりを重視、地域の中にある施設として地域住民と顔の見える関係に
　なるため、挨拶の励行を図る。また、掲示板や活動を通して知ってもらう仕組みを整備する。
　掲示板で発信したことで、活動のひとつ「アルミ缶プレス作業のアルミ缶回収」においてはアルミ缶
　置き場を設置、いつでも置いてもらえるように置き場所を作ることで、日々の活動が途切れることが
　ないほどのアルミ缶をご持参いただき、利用者さんの工賃還元にご協力頂いている。さらに地域の
　民生委員さんの活動を渋谷高校の授業の一貫で活動を報告、高校生が今の自分たちにできるこ
  と、と古タオルを学校で呼びかけ持参してくださった。
　活動の輪が広がった。加えて、非常勤募集を掲示、お問い合わせをいただき採用につながった。
・同じ五月丘に移転と言えど新しい場所での事業展開、池田市に報告・連絡・相談をする、
　コミュニケーションを取ることを意識して助けていただきながら運営できた５年でした。
　

指定管理者の
自己評価

（優・良・可・不可）



良

コメント

良

コメント

評価委員会の評価
（優・良・可・不可）

・コロナ下で感染対策を実施していることは評価できるが、収支状況は法人からの繰越金があり、
　また、障がい者に合わせた処遇、地域とのかかわりを考慮されているが、日中活動としての環境整
備の
　工夫と個人情報の管理の面で「良」の評価としたい。

担当課の総合評価
（優・良・可・不可）

　福祉施設として、利用者の重度化への対応、取り組みや事業展開、専門性の向上、地域貢献等
役割を果たしており、市の福祉施策の一端を担っている


























